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平
成
30
年
９
月
６
日
、
北
海
道
胆
振
東
部

を
震
源
と
す
る
M
６
・
７
、最
大
震
度
７
の
地

震
が
発
生
。
死
者
41
名
、負
傷
者
６
９
２
名
、

２
，
７
８
７
棟
に
及
ぶ
建
物
被
害
が
報
告
さ

れ
、
未
曽
有
の
地
震
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
会
の
久
保
会
長
・
田
中
統
括
が
道
育
成
会
、

佐
藤
会
長
、
樋
口
事
務
局
長
と
被
災
地
育
成

会
（
安
平
、
穂
別
、
厚
真
）
を
訪
問
。
見
舞

金（
１
０
０
万
円
）の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

（
げ
っ
ぽ
う
７
３
０
号
に
関
連
記
事
）

　

そ
の
後
、
国
よ
り
『
激
甚
災
害
』
に
指
定

さ
れ
、
全
国
育
成
会
連
合
会
に
お
い
て
は
、

全
国
規
模
の
募
金
（
義
援
金
）
活
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
け
て
、
平
成
31
年
３
月
、
都
道
府
県
・

政
令
都
市
育
成
会
代
表
者
・
事
務
局
長
合
同

会
議
に
て
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義

援
金
」
と
し
て
『
７
，
４
９
２
，
３
８
７

円
』
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
に
お
け

る
、
各
家
庭
の
被
害
状
況
の
詳
し
い
調
査
結

果
や
、
全
国
育
成
会
連
合
会
、
災
害
支
援
見

舞
金
配
分
基
準
を
踏
ま
え
、
３
役
会
議
、
第

４
回
理
事
会
を
経
て
、
４
月
、
胆
振
東
部
の

３
地
区
育
成
会
会
員
へ
義
援
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。 全

国
か
ら
の
大
き
な
支
援
に
感
謝
！

復
興
に
向
け
各
人
が
歩
み
を
開
始
～
ま
さ
に「
手
を
つ
な
ぐ
…
会
」～

⃝�皆様のお気持ちが本当にありが
たく、まさに「手をつなぐ…会」
なんだと改めて思いました。
　� 　
⃝�また、あの大きな揺れがきたら
と、特に厳寒期は不安な日々が
続きました。今はかなり落ち着
き、息子も毎朝、元気に通所事
業所へ行っています。
　� 　
⃝�地震当時、身近に置いておくべ
きだと思った物は、靴でした。
割れたものが散乱しており、暗
闇の中、外に逃げ出すのも大変
な状況でした。防災グッズの他
に子どもたちのなくてはならな
い物の置き場所を普段から、考
えておく必要性を感じました。
　� 　
⃝�自宅は一部損壊扱いですが、住
むことには、不自由はありませ
ん。家具や、食器が相当量、破
損しました。そちらに充てたい
と思います。
　� 　
⃝�全国の皆様からの温かいお気持
ち、見舞金を受け取りました。
これからの生活再建のため使い
たいと思います。

4月24日
【穂別手をつなぐ親の会】

5月23日
【安平町手をつなぐ育成会】

5月19日
【厚真町手をつなぐ親の会
（ひまわりの会）】

被災地からのメッセージ
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⃝�この度は大勢の方々のご寄付を
いただき、とても感動いたして
おります。今年、２月に主人が
亡くなり、何も手を付けられず
にいましたが、少しずつ復興も
進み、北海道も元気を取り戻し
てきています。頑張ります。
　� 　
⃝�子どもたちの笑顔が支えとな
り、徐々に通常の生活に戻りつ
つあります。本当にありがとう
ございました。
　� 　
⃝�障がいをもった子どもたちの家
庭に全国の皆様が心配し、関心
を向けていただいたこと、心よ
りありがたく、何よりの励みと
なり、大変、勇気づけていただ
きました。
　� 　
⃝�皆様からいただいたあたたかな
お心を忘れず、何かの時には自
分達もお役にたてるようになり
たいと考えております。本当に
ありがとうございました。

⃝�子どもが一番頑張っています。
これからのためにありがたく使
わせていただきます。
　� 　
⃝�この度の地震により、生活が一
変し、今もまだ自宅に戻る目途
が立っていません。「３Ｋの仮
設住宅」に親子５人。住む所が
あり、十分過ぎる手厚い支援を
いただいていて本当に感謝して
いますが、「住めば都」とは、
やはり思えません。
　� 　
⃝�地震当時、娘は、高校３年生で
したが、動揺がすごかったので
避難所には置いておけず、主人
の単身赴任先の札幌に避難させ
ました。今は落ち着きました。
皆様からの義援金、心よりお礼
申し上げます。
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令
和
元
年
度　

定
時
総
会（
報
告
）

一
般
社
団
法
人

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

今
こ
そ
、新
た
な
仲
間
迎
え
、

　
と
も
に
語
り
、と
も
に
汗
し
、

と
も
に
歩
も
う
！

　

令
和
元
年
度
定
時
総

会
は
、５
月
27
日
㈪「
か

で
る
２
・
７
」
に
お
い

て
、
全
道
各
地
か
ら
46

名
の
方
々
が
出
席
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
佐

藤
会
長
よ
り
、
昨
年
７

月
に
開
催
さ
れ
た
、
第

63
回
全
道
大
会
苫
小
牧
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
道

内
各
地
区
育
成
会
に
お
け
る
種
々
の
活
動
に
、
多
く

の
会
員
の
協
力
は
も
と
よ
り
、
力
強
く
支
え
て
い
た

だ
い
た
関
係
機
関
、
個
人
、
そ
し
て
、
地
域
の
方
々

に
対
し
、
心
か
ら
の
お
礼
と
慰
労
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
本
年
、「
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」と
、

「
函
館
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
が
、
発
足
60
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の

発
足
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
多
く
の
困
難
を
超

え
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
現
在
の
育
成
会
を
築
い

た
、
両
地
区
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
感
謝
と
、
尊
敬

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た

強
制
不
妊
手
術
に
つ
い
て
は
、
知
的
障
が
い
者
が
数

多
く
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る

強
制
不
妊
救
済
法
）
が
、
関
係
各
位
の
迅
速
な
救
済

を
め
ざ
し
、早
期
の
法
制
定
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
。

し
か
し
、
本
人
の
み
な
ら
ず
、
家
族
の
人
生
に
与
え

た
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
一
時
金
の
金
額
が
妥
当

な
の
か
、
何
よ
り
被
害
者
に
対
す
る
国
の
責
任
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
申
請
者
が
被
害
者
本

人
の
み
で
あ
り
、
周
知
の
手
だ
て
が
不
十
分
で
は
な

い
か
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
現
時
点
で
手
続
き
を
さ
れ

た
方
は
、
全
国
で
も
十
数
名
で
あ
る
こ
と
等
、
今
後

も
育
成
会
と
し
て
、
権
利
回
復
と
救
済
を
求
め
る
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
我
が
国
が
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

依
然
と
し
て
課
題
は
少
な
く
な
い
現
状
に
あ
り
、
本

会
に
対
す
る
期
待
は
、む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

今
、
改
め
て
、
そ
う
し

た
願
い
に
応
え
る
こ
と

の
で
き
る
組
織
を
め
ざ

し
、
新
し
い
仲
間
を
迎

え
る
活
動
を
展
開
し
よ

う
と
呼
び
か
け
、
全
力

を
尽
く
す
と
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
ご
来
賓
と

し
て
、
次
の
方
々
に
ご

臨
席
を
賜
り
、
皆
様
を

代
表
し
、
お
二
人
の
方

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

障
が
い
者
保
健
福
祉
課　

課
長　

東　

秀
明
様

北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局

特
別
支
援
教
育
課　
　
　

課
長　

谷
垣　

朗
様

北
海
道
知
的
障
が
い
児
者
福
祉
協
会　

常
務
理
事　

梅
井
治
雄
様

北
海
道
障
が
い
者
職
親
連
合
会　

事
務
局
長　

支
倉
光
一
様

＊�

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
様
、
北
海
道

共
同
募
金
会
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

都
合
が
つ
か
ず
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉

課
東
秀
明
課
長
様
か
ら
は
、
本
会
に
対
し
、
道
主
催

の
諸
事
業
に
対
し
、
日
頃
か
ら
の
協
力
と
支
援
に
感

謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
30
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
二
つ

の
条
例
、『
北
海
道
意
思
疎
通
支
援
条
例
』・『
手
話

言
語
条
例
』
に
つ
い
て
、
当

会
の
畑
中
副
会
長
が
、
障
が

い
者
施
策
推
進
審
議
会
・
意

思
疎
通
支
援
部
会
の
一
員
と

し
て
長
く
活
動
し
、
積
極
的

な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
道
と
し
て

も
本
条
例
に
つ
い
て
、
広
く

周
知
を
図
る
活
動
を
展
開
し

て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
す

る
本
会
の
協
力
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
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ま
た
、
北
海
道
障
が
い
福

祉
計
画
の
目
的
で
あ
る
「
希

望
す
る
全
て
の
障
が
い
者

が
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
の
実
現
」

に
向
け
て
、
共
に
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
決

意
が
述
べ
ら
れ
、
ご
祝
辞
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局
特
別
支
援
教

育
課
の
谷
垣
朗
課
長
様
か
ら
は
、「
特
別
支
援
教
育

基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
教
育
の
推
進
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

・
地
域
社
会
に
お
け
る
障
が
い
者
理
解
、相
互
理
解
。

・
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
指
導
や
支
援
。

・
学
校
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
。

　

障
害
の
あ
る
全
て
の
子
ど
も
達
が
、予
測
困
難
で
、

変
化
が
激
し
く
、多
様
性
が
高
ま
る
社
会
に
お
い
て
、

自
立
し
て
生
き
抜
く
力
、
個
性
を
尊
重
し
、
共
に
支

え
合
う
心
を
持
て
る
よ
う
、
道
と
各
市
町
村
が
相
互

に
連
携
し
な
が
ら
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
努
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
へ
は
子
ど
も
達
が
連
続
性
の
あ
る
多
様
な
学

び
の
場
で
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
ご

祝
辞
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
退
席
後
、
事
務

局
よ
り
、「
定
款
第
18
条
に

よ
り
、
道
内
育
成
会
の
過
半

数
の
出
席
が
認
め
ら
れ
、
総

会
が
成
立
し
て
い
る
」
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
道
育
成
会
加
入

の
85
地
区
育
成
会（
親
の
会
）

中
、
出
席
育
成
会
33
地
区
に

加
え
、
委
任
状
に
よ
る
出
席

育
成
会
35
地
区
、
合
計
68
地

区
育
成
会
で
す
。

　

次
に
、
議
長
の
選
出
に
あ

た
っ
て
は
、
岩
見
沢
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
鈴
木

拓
氏
が
選
出
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
も
と
、
提

案
さ
れ
た
各
議
題
に
つ
い
て
、
議
案
第
７
号
の
「
定

款
の
変
更
」
の
一
部
を
継
続
審
議
と
し
た
以
外
、
す

べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
事
項
に
つ
い
て
】

平
成
30
年
度
　
事
業
報
告
（
要
旨
）

議
案
第
１
号

　

私
た
ち
は
今
日
ま
で
全
国
、
育
成
会
連
合
会
と
と

も
に
、
様
々
な
方
々
と
手
を
つ
な
ぎ
、
語
り
合
い
、

障
が
い
児
者
の
権
利
擁
護
、
学
ぶ
場
や
、
安
心
し
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
、
暮
ら
し
を
求
め
て
道
内
各

地
で
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
苫
小
牧

市
で
開
催
さ
れ
た
第
63
回
全
道
大
会
で
は
、
全
道
各

地
か
ら
７
０
０
名
を
超
え
る
方
々
の
参
加
を
い
た
だ

き
、大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。
会
員
は
も
と
よ
り
、

市
民
生
委
員
児
童
委
員
、
市
職
員
、
市
民
の
方
々
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
１
１
１
名
）と
し
て
大
会
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、過
疎
等
に
よ
る
地
域
社
会
の
変
化
、

役
員
、
会
員
の
高
齢
化
等
、
深
刻
な
困
難
を
訴
え
る

育
成
会
が
増
え
、
前
年
を
２
育
成
会
減
ら
す
85
育
成

会
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

地
域
に
お
け
る
育
成
会
の
存

在
意
義
を
話
し
合
い
、
改
め

て
会
の
存
続
を
決
め
た
「
育

成
会
」
や
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
と
い
っ
た
育
成
会
事
業
を

意
識
的
に
増
や
し
、
当
事
者

達
を
含
め
る
会
員
が
20
名
か

ら
、
30
名
へ
と
育
成
会
会
員

の
１
・
５
倍
化
を
実
現
し
た

「
育
成
会
」、
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡

協
議
会
活
動
の
活
性
化
を
は
か
り
、
新
た
な
啓
発
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
の
結
成
を
実
現
し
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
道
内
各
地
で
奮
闘
が
続
い
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。
全
国
的
な
課
題
は
も
と
よ
り
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
育
成
会
活
動
に
努
力
さ
れ
た

会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

し
、次
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
　
各
会
計
決
算
報
告・

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書

議
案
第
２
号
・
第
３
号

　

一
般
会
計
収
支
決
算
書
及
び
、
貸
借
対
照
表
を
以

下
に
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
公
益
目
的
財
産
残
額
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
で
完
了
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
30
年
度
　
監
査
報
告

議
案
第
４
号

　

監
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
名
の
監
事
を
代
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平成30年度　収支決算書（予算対比正味財産増減計算書）
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
予算額 決算額 差　異

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　特定資産運用益 1,000 791 209
　　受取会費 8,285,000 8,197,120 87,880
　　受取補助金等 9,294,000 9,294,880 △880
　　受取委託費 6,500,000 6,500,000 0
　　受取寄付金 0 8,492,387 △8,492,387
　　雑収益 670,000 670,001 △1

経常収益計 24,750,000 33,155,179 △8,405,179
　⑵経常費用
　事業費 14,552,000 15,371,752 △819,752
　　職員費 3,864,000 4,298,169 △434,169
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 30,000 41,080 △11,080
　　旅費交通費 600,000 663,680 △63,680
　　通信運搬費 250,000 222,163 27,837
　　手数料 17,000 10,908 6,092
　　消耗品費 25,000 18,853 6,147
　　印刷製本費 1,078,000 993,600 84,400
　　助成金 6,708,000 6,368,000 340,000
　　研修費 600,000 525,299 74,701
　　委託費 120,000 120,000 0
　　雑費 0 850,000 △850,000
　管理費 10,818,000 10,352,763 465,237
　　職員費 1,656,000 1,842,074 △186,074
　　福利厚生費 112,000 96,088 15,912
　　会議費 100,000 85,208 14,792
　　旅費交通費 1,700,000 1,703,520 △3,520
　　通信運搬費 370,000 227,547 142,453
　　手数料 100,000 78,679 21,321
　　消耗什器備品費 50,000 0 50,000
　　消耗品費 4,559,000 4,336,636 222,364
　　使用料・賃借料 561,000 522,835 38,165
　　負担金 660,000 605,200 54,800
　　委託費 460,000 317,520 142,480
　　雑費 490,000 537,456 △47,456

経常費用計 25,370,000 25,724,515 △354,515
　評価損益等調整前当期経常増減額 △620,000 7,430,664 △8,050,664
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △620,000 7,430,664 △8,050,664
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △620,000 7,430,664 △8,050,664
　　一般正味財産期首残高 0 29,712,956 △29,712,956
　　一般正味財産期末残高 △620,000 37,143,620 △37,763,620
Ⅱ　正味財産期末残高 △620,000 37,143,620 △37,763,620

貸借対照表
平成31年３月31日現在

一般社団法人　北海道手をつなぐ育成会 （単位：円）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　現金預金 8,033,032 504,169 7,528,863
　　　普通預金 8,033,032 504,169 7,528,863
　　未収金 522,100 505,000 17,100
　　流動資産合計 8,555,132 1,009,169 7,545,963
　２．固定資産
　　(1) 基本財産
　　　定期預金 1,000,000 1,000,000 0
　　基本財産合計 1,000,000 1,000,000 0
　　(2) 特定資産
　　　夢基金 3,522,575 3,522,276 299
　　　財政調整基金 24,315,059 24,314,567 492
　　特定資産合計 27,837,634 27,836,843 791
　　(3) その他固定資産
　　　什器備品 2 2 0
　　その他固定資産合計 2 2 0
　　固定資産合計 28,837,636 28,836,845 791
　　資産合計 37,392,768 29,846,014 7,546,754
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　未払金 124,681 0 124,681
　　　預り金 124,467 133,058 -8,591
　　流動負債合計 249,148 133,058 116,090
　　負債合計 249,148 133,058 116,090
Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産
　　指定正味財産合計 0 0 0
　２．一般正味財産 37,143,620 29,712,956 7,430,664
　　（うち基本財産への充当額） 1,000,000 1,000,000 0
　　（うち特定資産への充当額） 27,837,634 27,836,843 791
　　正味財産合計 37,143,620 29,712,956 7,430,664
　　負債及び正味財産合計 37,392,768 29,846,014 7,546,754

表
し
、
外
山
貞
雄
監
事
よ
り
「
執
行
状
況
に
つ
い
て

監
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い

る
。」
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
　
事
業
計
画
（
要
旨
）

議
案
第
５
号

《
活
動
の
重
点
（
６
項
目
）》

１
．
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
強
化

・�「
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
会
議
」
の
開
催
、

活
動
強
化

２
．
育
成
会
活
性
化
対
策
の
推
進

・�「
育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
」
の
開
催

・�「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
げ
っ
ぽ
う
」
等
の
活
動
充
実

・�

道
育
成
会
の
組
織
、
役
員
体
制
の
検
討
。

３
．�

障
が
い
理
解
と
合
理
的
配
慮
普
及
・
啓
発
事
業

の
推
進

・�

特
別
研
修
事
業
の
実
施

・�

合
理
的
配
慮
普
及
啓
発
チ
ー
ム
「
研
修
・
交
流
」
実
施

４
．
本
人
活
動
へ
の
支
援
強
化

・�

本
人
の
会
全
道
交
流
会
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修

事
業
、
名
寄
大
会
本
人
大
会
の
開
催
、
運
営
支
援

・�「
本
人
活
動
支
援
委
員
会
」
の
新
設
を
予
定

５
．「
広
報
・
情
報
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
推
進

・�「
げ
っ
ぽ
う
」、
育
成
会
Ｈ
Ｐ
情
報
の
連
携
と
充
実

・�

ア
ー
ト
作
品
の
募
集
。
全
道
大
会
に
て
展
示

・�『
育
成
会
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
０
』
の
制
作

６
．
他
機
関
、
他
団
体
と
の
連
携
強
化

・�

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
と
の

連
携
強
化
。

・�

他
団
体
、
特
別
支
援
教
育
関
係
の
各
事
業
と
の
連
携
・

提
携
の
推
進
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収支予算書（案）
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
予算額 前年度予算額 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　特定資産運用益 1,000 1,000 0
　　受取会費 7,209,000 8,285,000 △1,076,000
　　受取補助金等 9,231,000 9,294,000 △63,000
　　受取委託費 6,500,000 6,500,000 0
　　雑収益 670,000 670,000 0

経常収益計 23,611,000 24,750,000 △1,139,000
　⑵経常費用
　事業費 14,734,000 14,552,000 182,000
　　職員費 4,378,000 3,864,000 514,000
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 30,000 30,000 0
　　旅費交通費 600,000 600,000 0
　　通信運搬費 200,000 250,000 △50,000
　　手数料 10,000 17,000 △7,000
　　消耗品費 0 25,000 △25,000
　　印刷製本費 1,050,000 1,078,000 △28,000
　　助成金 6,886,000 6,708,000 178,000
　　研修費 200,000 600,000 △400,000
　　委託費 120,000 120,000 0
　管理費 10,090,000 10,818,000 △728,000
　　職員費 1,862,000 1,656,000 206,000
　　退職給付費用 84,000 0 84,000
　　福利厚生費 30,000 112,000 △82,000
　　会議費 100,000 100,000 0
　　旅費交通費 1,700,000 1,700,000 0
　　通信運搬費 320,000 370,000 △50,000
　　手数料 100,000 100,000 0
　　消耗什器備品費 0 50,000 △50,000
　　消耗品費 4,197,000 4,559,000 △362,000
　　使用料・賃借料 415,000 561,000 △146,000
　　負担金 620,000 660,000 △40,000
　　委託費 122,000 460,000 △338,000
　　雑費 540,000 490,000 50,000

経常費用計 24,824,000 25,370,000 △546,000
　評価損益等調整前当期経常増減額 △1,213,000 △620,000 △593,000
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △1,213,000 △620,000 △593,000
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △1,213,000 △620,000 △593,000
　　一般正味財産期首残高 0 0 0
　　一般正味財産期末残高 △1,213,000 △620,000 △593,000
Ⅱ　正味財産期末残高 △1,213,000 △620,000 △593,000

平
成
30
年
度
　
各
会
計
予
算

議
案
第
６
号

　

会
費
へ
の
負
担
感
を
軽
減
す
る
措
置
と
し
て
、
算

定
基
準
に
人
口
割
を
加
味
す
る
こ
と
を
や
め
、
全
て

の
育
成
会
が
、
昨
年
度
の
会
費
よ
り
減
額
さ
れ
て
い

ま
す
。
減
収
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
に
努
め
ま

す
。
な
お
、
会
費
額
に
つ
い
て
は
、
現
況
調
査
を
基

本
に
、
２
年
ご
と
に
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

以
下
に
掲
載
す
る
予
算
書
を
参
照
く
だ
さ
い
。

定
款
の
変
更

議
案
第
７
号

　

第
４
章
第
22
条
「
理
事
及
び
監
事
は
、
正
会
員
の

中
か
ら
」
を
「
正
会
員
及
び
、賛
助
会
員
の
中
か
ら
」

と
い
う
変
更
に
つ
い
て
は
第
２
章
会
員
（
法
人
の
構

成
員
）
第
５
条
と
の
関
連
が
あ
り
、
慎
重
に
議
論
す

べ
き
こ
と
か
ら
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
の
選
任

議
案
第
８
号

　

会
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
「
役
員
推
薦
者
名
簿
」
が

提
出
さ
れ
、推
薦
者
数
が
理
事
25
名（
内
新
任
７
名
）、

監
事
３
名
（
内
新
任
１
名
）
で
定
款
25
条
の
規
程
に

定
め
る
役
員
定
数
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。併
せ
て
、

役
員
の
任
期
は
「
本
日
、
令
和
元
年
５
月
27
日
の
定

時
総
会
か
ら
、
２
年
後
の
令
和
２
年
度
の
定
時
総
会

の
終
結
時
ま
で
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

新
役
員
全
員
が
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
会

長
及
び
副
会
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。結
果
は
、

会
長
（
代
表
理
事
）
に
佐
藤
春
光
氏
（
し
ら
お
い
障

が
い
者
と
手
を
つ
な
ぐ
会
副
会
長
）、
副
会
長
（
業

務
執
行
理
事
）
に
畑
中
三
岐
子
氏
（
帯
広
市
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
会
長
）
長
江
睦
子
（
札
幌
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
会
長
）が
そ
れ
ぞ
れ
、選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
に
つ
い
て
】

第
64
回
　
全
道
大
会・名
寄
大
会

報
告
第
１
号

　

今
年
度
は
７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
、
名
寄
市
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。現
地
実
行
委
員
会
を
代
表
し
、

名
寄
心
と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
尾
谷
会
長
、
そ
し

て
事
務
局
の
岩
崎
さ
ん
よ
り
次
の
よ
う
な
報
告
と
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
大
会
の
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に

心
配
し
て
い
た
大
会
運
営
を
支
え
る
人
的
、
物
的
、

財
政
的
な
分
野
で
は
、
名
寄
市
を
は
じ
め
、
名
寄
市

立
大
学
、上
川
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
自
治
体
か
ら
の
支
援
、

そ
し
て
、
全
道
か
ら
も
続
々
と
協
賛
金
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分

科
会
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
中
心
に
打
合
せ
を
終
了
し
て
お
り
、
必
ず
や
、

ご
期
待
に
沿
う
内
容
と
な

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
名

寄
は
も
ち
米
が
特
産
。
道

北
の
雄
大
な
自
然
と
併
せ

て
、
お
腹
も
満
た
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。」

　

な
お
、
訴
え
の
最
後
は
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今
後
の
予
定

７
月
18
日　

第
１
回
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
会
議

　
　
　
　
　

第
１
回
活
性
化
対
策
委
員
会
合
同
開
催

７
月
27
日
・�

28
日

　
　
　
　
　

第
64
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
　
　
　
　

全
道
大
会　

名
寄
大
会

元
国
鉄
職
員
だ
っ
た
と
い
う
尾
谷
会
長
が
「
な
よ
ろ

～
・
な
よ
ろ
～
」
と
、
列
車
が
ホ
ー
ム
に
到
着
す
る

際
の
「
駅
ア
ナ
ウ
ン
ス
」
を
行
い
、
会
場
は
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
義
援
金

報
告
第
２
号

　

地
震
発
生
よ
り
、
被
災
し
た

育
成
会
や
、
会
員
に
対
し
、
義

援
金
が
手
渡
さ
れ
る
ま
で
の
経

過
が
報
告
さ
れ
、
西
谷
芳
則
事

務
局
長
（
あ
つ
ま
町
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
）
よ
り
、
お
礼
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

北
海
道
知
的
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
総
会
（
報
告
）

　

育
成
会
定
時
総
会
終
了
後
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
挨
拶
に
立
っ
た
、
畑
中
会
長

か
ら
は
改
め
て
サ
ポ
ー
ト
協
会
発
足
の
経
過
に
触

れ
、
そ
の
重
要
さ
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害

保
険
札
幌
支
店
長
山
田
康
文
様
、
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー

代
表
取
締
役
社
長
渡
辺
俊
彦
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
し
ら
お
い
障
が
い
者
と
手

を
つ
な
ぐ
会
の
伊
藤
義
幸
事
務
局
長
に
議
長
を
お
願

い
し
、
提
案
事
項
は
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

サ
ポ
ー
ト
協
会
は
、
会
員
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の

お
か
げ
を
も
っ
て
、
加
入
実
績

を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
年
金
」「
親
な
き

あ
と
」
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
の
研
修
事
業
や
Ｐ
Ｒ
活

動
に
力
点
を
置
き
、
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
役
員
の
改
選

で
は
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
畑
中
会
長
、
佐
藤
、
長
江

両
副
会
長
の
留
任
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

�

　

全
国
大
会
の
出
場
め
ざ
し

「
水
泳
大
会
」に
エ
ン
ト
リ
ー
を
！

　

第
30
回
北
海
道
障
が
い
者
水
泳
大
会
が
札
幌
市

（
平
岸
プ
ー
ル
）
で
９
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
大
会
は
、胆
振
東
部
地
震
の
影
響
に
よ
り
、

会
場
の
平
岸
プ
ー
ル
の
一
部
が
損
壊
し
、
大
会
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
２
年
振
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　

知
的
障
が
い
ク
ラ
ス
の
参
加
資
格
は
、
４
月
１
日

現
在
13
歳
以
上
の
療
育
手
帳
を
所
持
す
る
方
で
、
２

種
目
の
ほ
か
リ
レ
ー
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
ま
す
。

　

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
２
０
０
ｍ
リ

レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
は
、
台
上
、
台
の
横
か
ら
の
飛
込

み
、
ま
た
は
水
中
ス
タ
ー
ト
も
選
択
で
き
ま
す
。

　

競
技
後
に
は
、
出
場
し
た
種
目
の
記
録
証
が
授
与

さ
れ
、
順
位
の
決
定
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

参
加
料
は
、
選
手
１
名
に
つ
き
１
，
５
０
０
円

で
、
参
加
申
込
の
受
付
期

間
は
、
７
月
30
日
㈫
か
ら

８
月
30
日
㈮
ま
で
で
す
。

　

本
大
会
の
記
録
成
績
を

も
っ
て
、
翌
年
の
10
月
に

鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
派
遣
す
る
北
海
道
選

手
団
水
泳
競
技
の
選
手
が

選
考
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
申
込
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
主
催
団
体
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は
、
団
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
公
益
財
団
法
人
北
海
道
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

U
RL　

http://w
w
w.do-syospo.or.jp/

　

☎　

０
１
１
―
２
６
１
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６
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７
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℻　

０
１
１
―
２
６
１
―
６
２
０
１

　

E-m
ail　

tanto-2@
do-syospo.or.jp

＊�

６
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
令
和
元
年
度

北
海
道
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
総
会
、
研
修

会
」
に
つ
き
ま
し
て
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。



　　　有限会社オフィスブレイン
　　〒060-0032
　　札幌市中央区北二条東３丁目２番　
　　札幌セントラルビル3F
　　TEL：011-207-2522　FAX：011-207-2523

１億円または３億円（１事故あたり支払い限度額） 

他人にケガをさせたり、他人のものを壊して法律上の賠償責任を負ったとき

ＡＩＧ損保の普通傷害保険（2018年１月現在の内容です。）

ＡＩＧ損保生活サポート総合補償制度のご案内

取扱代理店）株式会社ジェイアイシー北海道支店
〒060-0051 札幌市中央区南１条東２丁目
8-2 SRビル4F  http://www.jicgroup.co.jp
TEL：011－221－7009  FAX：011－221－1704
受付時間：午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）

引受保険会社）ＡIG損害保険株式会社札幌営業支店
〒060-0003 札幌市中央区北３条西４丁目         
  1-1 日本生命札幌ビル17階 
TEL：011－204－7510  http://www.aiｇ.co.jp/sonpo　
受付時間：午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）

北海道知的障害児者生活サポート協会
〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目
かでる２・７ 4階 北海道手をつなぐ育成会内　
TEL：011－251－0855  FAX：011－251－0804
　　　　　　　　　  (A-000811 　2019-12) 

このご案内は保険の概要をご説明したものです。詳細は取扱代理店にお問い合わせいただくか、専用のパンフレットをご参照ください。

社会福祉法人なよろ陽だまりの会 陽だまり
〒096-0010　名寄市大通南2丁目2番地
電話(01654)3-1221 ／ FAX(01654)8-9310
E-mail : hidamari-h@eco.ocn.ne.jp

★多機能型事業所
★主な作業
☆定員…就労継続支援Ｂ　30人
　　　　生活介護　　　　30人

↑健康体操でパワーアップ

☆リサイクルショップ
☆レストラン　☆カフェ
☆高齢者宅配食サービス
☆弁当・オードブル
☆カレー屋　　☆農作業
☆各種下請け
☆農業・調理等施設外就労
　その他

手をつなぐ育成会げっぽう７月号 8


